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展望台は平成 24年に設置されました▶

▲ 桜の名所としても知られています

　市指定史跡の皆川城址は、栃木町の基を築いた皆川氏の居城跡です。「ほらがい城」
とも呼ばれる理由となった螺旋状の形は、公園が整備された今も、はっきりと見て取
ることができます。標高１４７ｍの城山の頂上にある展望台からの眺望は必見。かつ
て皆川氏が本丸から見下ろした風景に、思いをはせてみませんか。

皆川城址
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▲季節感豊かな景色も楽しめます

　真名子地区には 800 年を生きた八重姫の生涯をしのぶ「八百比丘尼伝説」が伝え
られています。この伝説のゆかりの場所が八百比丘尼公園です。園内には姫が姿を映
した姿見の池や、尼になった姫が彫ったとされる八百比丘尼尊像が安置される「八百
比丘尼堂」があり、伝説の里の自然公園として親しまれています。
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　明治 25年赤麻村小池 ( 現栃木市藤岡町大前 ) に名を横田守也として生を受けま
した。18歳で出羽の海部屋へ入門、栃木山と名乗ります。26歳で待望の第 27代
横綱となり、以降 34歳で引退するまでに計 9場所の優勝を記録しました。引退後
は春日野部屋を創立し、昭和 34年 10月 3日 67歳の生涯を閉じました。
　栃木山記念碑は 7回忌の昭和 40年に現春日野一門により建てられました。
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▲平成元年に「とちぎ名木百選」
　に選ばれました
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　広報とちぎ平成 24年 8月号から平成 28年 8月号まで連載をしました「とちぎ散歩」が、
「とちぎ散歩Mini」として期間限定で復活！市内各地域の名所・旧跡をご紹介します。Mini

▲今でも地域の人々から手厚く保存されている升塚
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